
 

質 問 順 位 ３ 質 問 者 渡 邊 龍 之 議員  

件     名 項     目 要             旨 メ          モ 

１．市長の基本姿勢 １．滝川版ＣＣＲＣ・多世代交流

推進事業について 

１．ＣＣＲＣ（定義）～高齢者が元気なうちに地方へ移住してアクテ

ィブな老後及びセカンドライフを送るとあります。行政だけではな

く民間事業者との連携を図り、事業展開を実施すべきと考える観点

から３点質問します。 

 ① 健康な段階での受け入れを基本としていますが、健康長寿を目

指す具体的なプログラムはどのように考えているのか伺う。 

 ② 従来、高齢者は受け身的なところがあることから、積極的に地

域活動に参加しやすいアプロ－チ方法として、どのような戦略を

考えているのか伺う。 

 ③ 多世代交流を基本にしていくとあるが、具体的なイメ－ジはど

のようなものを考えているのか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．中空知定住自立圏構想につい

て 

１．多様な事業を広域に対応するうえにおいては、圏域内の住民の要

望・ニーズに供する施設整備の場合は当該市町の住民の効用を限度

として地域活性化事業債の充当が可能とされているところです。滝

川市と砂川市が中心市として他市町との各種事業展開を図ってい

くうえで、この地域活性化事業債の活用を積極的に図るべきと考え

ますが見解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．効率的な市役所の実現につい

て 

１．組織機構の考え方として、市役所内の構造改革、組織改革、職員

数の管理の３点が挙げられると考えます。新年度となって、はや四

半期を経過し、各所属においてはそれぞれ各種事業を展開している

ところですが、横断的な仕事が増えているように感じています。業

務を遂行していくうえで、市民の視点からすると縦割り行政のイメ

ージがあまりにも強すぎます。事務分掌、根拠例規、予算の配当、

事務分担等のマッチングした組織が求められると考えるが見解を

伺う。 
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  ２．事務事業の見直しについては、幾度となくいろんな手法を駆使し

て実施されてきていますが、さらなる事務改善に向けての対応とし

て事業の決定には聖域をつくらずに行わなければならないと考え

るところです。チェックシートとして下記の項目についてどう考え

るか伺う。 

  事業の「いる」・「いらない」 

  事業が「重複していないか」・「矛盾はないか」 

  事業を「直営」・「民間委託できないか」 

  事業を「地域、市民団体、ＮＰＯ等に役割分担ができているか」 

  事業の「成果目標を実現できているか」 

  事業の「共通項目のデータベース化は」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．病院行政 １．市立病院のあり方について 

 

１．市立病院の経営状況は大変厳しいものがあると認識をしており、

その要因としては医療費の抑制、診療報酬の見直し等が複合的に絡

んでの影響が大きいと考えるところです。 

  医師、看護士、医療スタッフ等の皆さんが激務であることも承知

している。市立病院の経営状況を判断すると「何が問題で、何が課

題なのか」を全職員が現状を把握し、情報の共有を図り、問題意識

を持つことが重要と考えるが見解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２．市立病院としての担うべき機能・役割を明確にしていく中で、地

域医療の重要性を改めて認識し、積極的な事業展開を図るべきと考

えるが見解を伺う。 
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  ３．一般会計からの繰り入れは、不採算医療、高度・特殊医療など性

質上病院事業収入で賄えない経費等は、一般会計が負担することに

は何ら問題はないと解する。ただ現状認識からすると病院職員に求

められるのは自らのコスト意識を醸成することが肝要と考えるが

見解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ４．市立病院の基本理念が示すとおり住民が安心できる医療を提供

し、日々変化する医療現場を理解する中で、地域医療の要としての

経営戦略を策定するのが望ましいと考えるが見解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．教育行政 １．学校の統廃合について １．文部科学省は2015年１月27日、新たな学校統合に関する「公立小

学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引」を策定し、各

教育委員会に通知しています。この手引では、子どもの数が減少す

る中で「学校の適正規模」が打ち出されてますが、そもそも「学校

の適正規模」とは何を基準にしているのか、また、学校規模の標準

「12～18学級」は教育的観点から望ましい学校規模となっています

が、このことについても何をもって標準としているのか伺う。 
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